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10月24日（日）に、愛知県蒲郡市の豊田自動織機 海陽
ヨットハーバーで「第8回三河湾大感謝祭」が開催されまし
た。

このイベントは、多くの方々の里海である三河湾について
関心を持ってもらうことを目的に、「三河湾環境再生プロ
ジェクト」の一環として行われています。2013年から毎年
行われていますが、昨年は新型コロナウイルスによる影響で
中止となってしまい2年ぶりの開催となりました。当日は
セーリングワールドカップ レガシーイベントが同時に催さ
れたこともあり、大勢の方にブースへと足を運んで頂き、大
盛況となりました。

会場はブース出展に加え、屋外のステージでは、名古屋
CLEAR‘Sによるパフォーマンスステージや竹島水族館 小
林館長と落語家 瀧川鯉斗師匠による三河湾環境トーク
ショーなどを楽しむことができ、屋内では、三河湾の美しい
写真の展示や三河港に関するゲームなどが体験できました。

当事務所のブースは、三河湾環境再生の取り組みである、三河
湾シーブルー事業※などについてパネルによる紹介を行いました。
また、当事務所作成の「三河港eyeQ（アイキュー）カルタ」を
使い、三河湾における港の役割など、多くの子供たちに楽しみな
がら学んで頂きました。

当事務所では、引き続き広報活動を通じて、地域の方に港の役
割や整備への理解、環境再生事業の必要性等について、情報発信
していきます。

また、今回紹介した「三河港eyeQ（アイキュー）カルタ」は
当事務所のホームページからダウンロードすることができます。

↓↓↓ダウンロードはこちらから ↓↓↓
http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/lib/data_karuta.html

※三河湾シーブルー事業：航路整備から発生した土砂を活用して
干潟・浅場等を整備し、三河湾内の環境を改善する事業。

落語家 瀧川鯉斗師匠によるお楽しみ落語会の様子

大村知事による視察

三河港eyeQカルタで楽しく学びました
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※一部の地域を除きます。

今回の「三河港eyeQカルタ」紹介では、【ね】について紹介します！

◆新豊橋名物のうどんの名前は？◆
【根強い人気！豊橋カレーうどん】

取り札【ね】

取り札【ね】（裏）読み札【ね】

当事務所HP内三河港eyeQカルタ専用ページURL
http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/lib/data_karuta.html

「豊橋カレーうどん」とは、2010
年に誕生した豊橋市のB級グルメです。

①自家製麺を使用し、②器の底から、
ごはん・とろろ・カレーうどんの順に
入っており、③豊橋産のウズラ卵を使
用し、④福神漬け、または壺漬け・紅
ショウガを添え、⑤愛情を持って作る
という五箇条に沿って調理されていま
す。

食べ方にポイントがあり、絶対に器
の底からかき混ぜないこと！！です。
まずは、カレーうどんを食べ進むと、
とろろがかかったご飯が顔を出します。
二度美味しいと噂通り、カレーうどん
もとろろご飯も最後まで美味しく食べ
られ、更にはお店ごとの工夫が、根強
い人気の秘密ではないでしょうか。

11月15日（月）に豊橋商工会議所が主催する「秋のビジネスパーク」に参加しました。
「ビジネスパーク」とは、民間企業や行政などで働く社会人が中学校や高校などに出向き、地域への愛着や地

元就職への意識を形成しようという豊橋市のキャリア教育の一環にもなっている取り組みです。授業を通じて、
生徒たちが将来を考えるきっかけを作り、未来の地域活性につなげることを目指しています。

今回は豊橋市立東部中学校、章南中学校へ講師として参加
しました。授業では、港および国土交通省の役割、働くこと
の「楽しさ」や「やりがい」について紹介しました。

授業中は、社会人として大切なことや、私たちの生活と港
がどのように関係しているかなどのこちらの質問に対して、
生徒のみなさんが積極的に答えてくれました。

また、生徒から多くの質問があり、港や働くことへの関心
の高まりが感じられました。質問に答えながら「将来に港の
どこかで再会できるかな」と想像できる貴重な時間を過ごせ
ました。

今後、生徒たちがこの地域や企業を支える社会人になる
きっかけとなれば幸いです。

真剣な眼差しで聞いてくれる生徒たち
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